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平成 19年 3月期中間期業績予想の修正並びに有価証券評価損に関するお知らせ

１．業績予想の修正

    平成 18年５月 23日の決算発表時に公表した平成 19年３月期中間期業績予想を以
下のとおり修正いたします。

  (１)単体業績予想の修正
   平成 19年 3月期中間期（平成 18年 4月 1日～平成 18年 9月 30日）

                                                          （単位：百万円、％）
経常収益 経常利益 中間純利益

前回発表予想（Ａ） 18,200 1,900 1,300
今回修正予想（Ｂ） 18,470 △1,360 △980
増減額（B－A） 270 △3,260 △2,280
増減率 1.5 △171.6        △175.4
前中間期実績（平成 17年 9月期） 18,789 626 △1,340

  (２)連結業績予想の修正
   平成 19年 3月期中間期（平成 18年 4月 1日～平成 18年 9月 30日）
                                                           （単位：百万円、％）

経常収益 経常利益 中間純利益
前回発表予想（Ａ） 21,000 2,100 1,400
今回修正予想（Ｂ） 21,260 △1,300 △880
増減額（B－A） 260 △3,400 △2,280
増減率 1.2 △161.9        △162.9
前中間期実績（平成 17年 9月期） 21,793 822 △1,649

   
  (３)業績予想修正の理由
① 償却・引当基準の改定による予想損失率算定方法の変更を含む不良債権処理額の

増加、株式の減損等により下方修正となりました。

② 連結業績は、銀行単体の業績修正の影響を受けたものです。

(注)平成 19年 3月期通期の業績予想につきましては、現在算定中であるため中間
決算発表時にお知らせします。



２．平成 19年 3月期中間期末の有価証券評価損
    当行では、「その他有価証券」について、金融商品の時価会計基準により、簿価に
  比べ時価あるいは実質価額が著しく低下した銘柄につき減損処理を行っております。
    このたび、平成 19年３月期中間期末における有価証券評価損(減損処理額)を算出
  しました結果、次のとおりとなりましたのでお知らせいたします。
     
平成 19年３月期中間期末の有価証券評価損の総額 (Ａ) 1,485百万円
平成 18年３月期の純資産額                     (Ｂ)
(Ａ／Ｂ)×100

63,581百万円
2.3％

平成 18年３月期の経常利益額                   (Ｃ)
(Ａ／Ｃ)×100

6,079百万円
24.4％

平成 18年３月期の当期純利益額                 (Ｄ)
(Ａ／Ｄ)×100

2,453百万円
60.5％

(ご参考)
１． 当行の中間決算期末は、９月 30日であります。
２． 減損処理基準の概要は次のとおりです。

① 期末の時価が簿価に比べて 50％以上下落した銘柄は全て減損処理
② 期末の時価が簿価に比べて 30％以上 50％未満下落した銘柄は回復可能性なしと
判断したものを減損処理

                                                                         以上


